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置賜の温泉 小野川温泉では「かまくら村（1/15～）」、白布温泉では「雪ぼんぼり（1月

～）」やカフェメニュー、赤湯温泉では宿泊者に「外湯めぐり手形」等の楽しい冬の企画を

ご用意して、皆さんのお越しをお待ちしています。（観光振興室） 

この懇談会は、知事出席のもと、県勢発展に向けた活力あふれる山形県づくりの推進にあたり各分野の有識

者や実践者の皆様から御意見をお聴きし、施策に反映していくことを目的に毎年開催しているものであり、今年で

４年目を迎えました。 

１１月９日、置賜総合支庁で、農業や観光、経済界などで活躍されている置賜地域のアドバイザー１０名から 

出席していただき、「やまがた創生のさらなる推進について」をテーマに意見交換を行いました。アドバイザーから

は、「置賜は一つにならないと市場で勝負できない。オール置賜という意識が必要。」（農業関係者）、「観光立県

のためには専門性の高い人材の育成が求められる。」（観光関係者）、「若い人が働きたいと思える企業を増やす

ことが必要」（金融関係者）など様々なご意見をいただきました。 

  事業報告  県政アドバイザー懇談会                ○問 総務課連携支援室 0238-26-6019           

●米沢市と高畠町で市町村ミーティングを開催  

置賜地域における今年度の「知事と語ろう市町村ミーティング」が、

１１月１日に米沢市で、１１月２４日に高畠町で開催されました。 

このミーティングは、県民との対話を積極的に進め、県政への理解

と協力を得るとともに、県民の声を活かした県政を推進することを目的

とし、市町村との共催で開催しているものです。 

  ミーティングでは、知事

から「平成２８年度の県政

運営について」の説明を受

けた後、参加者からいただ

いた質問、意見に知事等が回答する形で進められました。 

  米沢市では、知的障がい者理解啓発活動の推進、文化活動の支援、

有機ＥＬ照明のＰＲなどについて、高畠町では、６次産業化、空家問題、

文学作品にふれるきっかけづくりなどについて活発に意見が交わされま

した。 

●知事のほのぼの訪問 ～えくぼ女性ネットワーク会議～ 

１０月１２日に知事が開館一周年を迎えた南陽市文化会館を訪問し、

「えくぼ女性ネットワーク会議」のみなさんと懇談しました。 

平成２４年４月に設立されたえくぼ女性ネットワーク会議は、南陽市

の１２の女性団体で構成されており、情報を共有し、理解を深めながら    

男女共同参画の取組みを進めている団体です。 

  えくぼ女性ネットワーク会議の

概要を小林会長からお話いただ

いたあと、１２の構成団体から各

団体の活動状況について発表していただきました。 

  最後に知事から、感謝の言葉と、「これからも、元気な南陽、子育てしやす

い、住みやすい南陽を創っていっていただきたいと思います。」との激励の 

言葉がありました。 

                                                                ○問総務課 0238-26-6006    



 

置賜地域における課題や施策展開に関する調査・審議を行う、平成２８年度第２回置賜地域議員協議会が、 

管内から選出された８名の県議会議員の出席のもと、１１月１８日、置賜総合支庁西置賜地域振興局において  

開催されました。 

  審議においては、まず、武田総合支庁長が管内における連携

支援サポートチームの取組み状況や農作物の作柄の概況、高

速道路及び新規道の駅の整備状況等について説明しました。 

  質疑では、（仮称）道の駅よねざわにおける広域観光推進の

ための取組み、河川の支障木伐採、地方創生関連の取組み状

況、震災避難者の管内小中学校受入状況、都市計画道路の整

備、国道２８７号の整備、東北中央自動車道開通への対応等、

県政全般について活発な議論が交わされました。 

事業報告  平成２８年度第２回置賜地域議員協議会を開催        ○問 総務課 0238-26-6006

事業報告  

来年度、東北中央自動車道 福島－米沢間の開通により、人と物の交

流がますます活発化することが期待される仙台市において、１１月３日

から４日にかけて、置賜地域の 

農産物や観光等のＰＲを実施しま

した。 

  サ ンモ ール一 番町商店 街で

行ったイベントでは、ＪＡ山形おき

たまによる旬の農産物、加工品

の販売に加え、新米「つや姫」や

芋煮の振る舞い、やまがた愛の武将隊や米沢八湯会若女将による観光ＰＲ

を行い、置賜地域の魅力を発信して参りました。 

  また、併せてパンフレット等により東北中央自動車道開通のＰＲも行いました。 

  山形県・米沢市合同総合防災訓練            ○問 総務課防災安全室 0238-26-6007

知事が統監として視察する中、地震と土砂災害の複合災害を想定し、防災

関係機関のほか、婦人防災指導員連合会や自主防災会など、地域住民の

方々にも参加いただき、７５機関、約１，５００名が訓練を行いました。 

１０月２３日に米沢市総合公園周辺を主会場に山形県・米沢

市合同総合防災訓練が行われました。 

県と市町村合同総合防災訓練は、関係機関相互の協力体制

強化及び防災意識の高揚

を図ることを目的として行う

もので、置賜地域では４年

ぶり、米沢市では１２年ぶり

の開催です。 

「住民が主体となり 誰もが心豊かに暮らせる地域福祉の確立」を大会主題

として、１１月７日、長井市民文化会館を会場に山形県・県民福祉大会を開催

し、約９００名の方から参加いただきました。 

置賜地域での開催は、平成２４年に川西町フレンドリープラザで開催されて

以来、４年ぶりです。 

これまで多年にわたり本県の社会福祉の発展に寄与された方々に対し、知

事から、知事表彰及び感謝状が授与されました。 

 また、式典後、著名な書家として知られる金澤翔子氏の母である金澤泰

子氏より、「ダウン症の娘と共に生きて」と題した講演会が行われました。 

  第66回山形県・県民福祉大会を開催             ○問 福祉課 0238-26-6027



 

 

 

県内には置賜、村山、最上、庄内の４つの障害者就

業・生活支援センタ―があり、障がいのある方が安心し

て地域の中で暮らしていけるよう、就職や生活について

の相談や助言、職場実習のあっせん、職場定着の支

援、生活支援を行っています。また、企業の方には、雇

用に関する制度説明、雇用前、雇用後の障害特性の説

明、職場定着のための相談などを実施しています。 

置賜障害者就業・生活支援センタ―は、長井市の  

サポートセンターおきたま内に設置されています。北海

道・東北地区では初めて平成１１年４月に開設され、  

置賜３市５町、人口約２２万人の地域を担当しています。

現在登録いただいている身体・知的・発達障がい・精神

障がいを持つ方々は、求職中、就業中を合わせ２７０名

ほどになります。 

障害者雇用促進法で５０人以上規模の企業では２％

の障がい者雇用が義務づけられていますが、平成２７年

６月１日現在、ハローワーク置賜管内の雇用率は１．７％

となっており、未達成企業が半数に上ります。 

置賜地域の５０人以上規模の企業における障がい者

雇用の現状は、身体障がい者３１６．５人、知的障がい者

７４．５人、精神障がい者１４．５人となっています（※週 

３０時間未満の短時間雇用は１人を０．５人としてカウン

トしています）。 

当センターでは、ハローワークと連携しながら、平成 

２７年度は５０名の方の就職のお手伝いを行いました。 

一口に障がい者といっても様々な方がおられます。発

達障がいがある方で、障害者手帳がなく障害年金も受給

できないため、働いて収入を得ようとしても、面接で落ち

てしまうという方もいます。一方で、特別支援学校在学中

に様々な企業で実習を経験して、企業からの高い評価を

受けて就職につながっている方もいます。また、１０年以

上のひきこもりから就職された方もいます。 

寄せられる相談も幅広く、就職についての悩みや将来

の不安、家族や友人との人間関係、お金の悩みなど多

岐にわたりますが、「共に考え、共に動く」ことを基本に、

利用者一人ひとりの職業生活が充実したものになるよ

う、ニーズや適性に合わせた支援を心掛けています。 

今年の４月から障害者差別解消法も施行されて、企業

の雇用における合理的配慮が義務付けとなりました。 

障がいのある

無しに関わらず

に、共に豊かに

生きる社会づく

りが求められる

中、障がい者の

方々の「働きた

い」という願いを

応援していきた

いと思っており

ます。 

    「２ １ 世 紀 よ う ざ ん

フォーラム」が米沢信用

金庫創立９０周年並びに

米沢商工会議所創立７０

周年の記念事業として  

１０月１５日に伝国の杜

置賜文化ホールで開催さ

れました。 

知事は「鷹山公が推し進めた藩政改革は、まさ

に現代の地方創生に通ずるものであり、“為せば成

る”の精神で、地域産業の振興と地域再生に向け

た取組みがより一層進展することを期待申し上げ

る」とあいさつしました。 

フォーラムでは「鷹山公に学ぶ“地域活力の開発

と地場産業イノベーションへの挑戦”」をテーマに 

パネルディスカッションが行われました。  

○問 地域産業経済課 0238-26-6092  

 トピックス  

白鷹町の「紅花」、川西町の「ダリア」、南陽市の「さく

ら」に続き、１０月２９日に長井市の「あやめ」をモチーフ

にしたラッピング列車がフラワー長井線に登場し、運行を

開始しました。これで沿線２市２町のそれぞれの花をあし

らったＰＲ列車が勢ぞろいしました。 

 この冬、雪景色に映える色鮮やかで、可愛らしいラッ

ピング列車に乗っておでかけしてみてはいかがですか。

また、来年１月には食堂車も登場する予定となっていま

すので、ご期待ください。 

○問総務課連携支援室 0238-26-6019 

 トピックス  

 



 

イベント情報 

 おしょうしな市「暮れの市」 
 

置賜の生産者1８名で構成する「おしょうしな市の会」では、毎月第２・４木曜日

のお昼に、自慢の農産物などを直接販売する「おしょうしな市」を開催しています。 

１２月の第４木曜日は今年最後の市となり、１年間の御愛顧に感謝し「暮れの

市」を開催します。 

越冬野菜やもち米、りんご、ラ・フランス、菓子類、シクラメンなどが販売される

予定です。会員一同皆さまのお越しをお待ちしております。 
 

  ■日時  １２月２２日（木） １２：００～１３：００ 

  ■場所  置賜総合支庁本庁舎 １階ロビー 

  ■主催  「おしょうしな市の会」 ※東南置賜直売ネットワークも参加します！ 

  ■イベント  感謝の気持ちを込めて「雑煮」の振る舞いを行います（先着順）。 

                             ○問 農業技術普及課 0238-57-3411 

山形おきたま観光協議会（事務局：置賜総合支庁観光振興室）では、  

今年も、冬季観光キャンペーン「山形おきたま 冬のあった回廊」を、１１月 

２０日から来年３月末までの約４カ月間行います。 

県内でも有数の豪雪地帯とのイメージが強い置賜。 

しかし、ここには、真冬に咲く不思議な桜の「啓翁桜」、管内全ての市町

に蔵元がある「地酒」、そして「温泉」に「米沢牛」など、身も心も満足する

魅力があふれています。 

 このキャンペーンでは、こうした魅力を県内外の多くのお客様にお楽しみ

いただき、元気いっぱいになっていただけるよう、多彩な企画を満載し、 

「おきたまの美に出会う冬の旅」をご提案しています。  
  

  くわしくは、置賜地域の観光施

設等に設置しているキャンペー

ン ガ イ ド ブ ッ ク、ま た は キ ャ ン

ペーン特設ホームページをご覧

ください。 

 

 
 

○問 山形おきたま観光協議会 

 （観光振興室内） 

0238-26-6046 

おきたまの美に出会う冬の旅  

この冬も、あったかさいっぱいの 

おきたまさ、ござっとごやえ～。 

 ■ ホームページアドレス： 

 http://winter.oki-tama.jp/    

冬はおきたま 検 索 

11月20日（日）～平成29年3月31日（金） 

http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/okitama/325043/syokunoouendan.html


 

エイズ（AIDS）は 

ＨＩＶというウイルスの感染で起こります。 

ＨＩＶ感染を判断できるのは検査だけ。 

もし感染していても、早期に発見すれば 

エイズの発症を防ぐことができます。 

まず検査を受けてみましょう。 

置賜保健所では、引き取りや迷子で収容した犬・猫の譲渡を

行っています。 

これまで、たくさんの方に「新しい飼い主」になっていただ

きましたが、犬・猫の引き取り依頼や迷子は後を絶たず、常に

新しい飼い主さんを募集している状況です。 

犬・猫を飼いたい方、興味のある方はお気軽におたずねくだ

さい。また、お知り合いにもご紹介をお願いします。 

 STEP１ 譲渡前講習会のご案内 

保健所から犬・猫を譲渡する前に必ず

受けていただく講習です。 

■日時 ： 毎月第３木曜日 １５：３０～ 

■場所 ： 置賜保健所 

         （米沢市金池三丁目1-26） 

■参加費 ： 無料 

※ 事前に電話でお申し込みください。 

    （電話 ０２３８－２２－３７５０） 

  平成２８年度世界エイズデーキャンペーンテーマ 

  「知っていても、分かっていても ～AIDS IS NOT OVER～ 」 

置賜保健所では、世界エイズデーに合わせて、下記の日程で終日相談・

検査を実施します。匿名・無料で予約は必要ありません。 

■日時  １２月１日（木） ９：００～２０：００ 
       （この時間内はいつでも検査が受けられます） 

■場所  置賜保健所 1階 

■内容  エイズ検査（採血後約４０分後に結果をお伝えできます）  

※毎週月曜日 １３：００～１４：００もエイズ検査（無料）を実施しています。 

知って得する情報  エイズ終日相談・検査を実施します    ○問 地域保健予防課 0238-22-3002 

１２月１日は 

世界エイズデーです 

毎年冬季は輸血用の血液が不足す

ることから、全国的に『クリスマス献血

キャンペーン２０１６』が開催され、置

賜地区でも下記の日程で献血キャン

ペーンを実施します。 

 置賜地区の日程 

 ■日時：１２月４日（日） 

             9：30～16：00 

 ■場所：イオン米沢店  テレビ広場（１階） 
 

今回も「けんけつちゃん」と「かねたん」をゲストに迎

え、学生ボランティアと一緒に献血の協力を呼びかけ

る予定です。 

また、このクリスマス献血に併せて「骨髄バンク  

ドナー登録・説明会」を開催します。献血の際のほん

の少しの検査用採血で骨髄バンクに登録することが

できます。骨髄バンクに登録したい方、関心のある方

はこの機会にぜひお立ち寄りください。 
 

献血にご協力いただいた方

へは、クリスマスキャンペーン

限定の素敵なプレゼントもご用

意しております。輸血を待って

いる方へ献血のプレゼントを！

皆様のお越しをお待ちしており

ます！  

                    ○問 保健企画課 0238-22-3872 



 

 

 
 発    行    元 

置賜総合支庁 総務企画部 

         総務課 総務係   

 ＴＥＬ ０２３８（２６）６００４ 

 ＦＡＸ ０２３８（２４）１４０２  

皆さまのご意見・ご感想を

お待ちしております。 

     今年もまた冬がやってきました。降り積も

る雪は悩ましいものですが、置賜地域では

その雪を活かしたイベントが各地で楽しめます。雪灯篭まつりなどの雪

まつりはお馴染みですが、その他にもスノーモービル体験や雪上バナナ

ボートで遊ぶことができます。体が冷えたら各市町で多彩なあったか料

理も提供しており、地域にまだまだ知らない魅力があることを教えられま

す。この冬は「山形おきたま冬のあった回廊」ガイドブックを片手に、冬の

楽しみを探しに出かけてはみてはいかがでしょうか。 

 

お 知 ら せ 

道路除雪へのご協力のお願い 

 安全で快適な冬期間の道路交通の確保のため、除雪

についてご協力をお願いします。 

 １ 車道除雪後のご自宅の出入口の雪の除去につい

て、ご理解とご協力をお願いします。 

 ２ 道路通行の障害になりますので、車道や歩道にご

自宅の雪を出さないようお願いします。 

また、歩行者の安全と事故防止のため、流雪溝の

投雪作業後の確実な蓋閉め

と、屋根雪の適切な管理を

お願いします。 

 ３ 樹木からの落雪や倒木によ

る事故の原因となりますの

で、道路際に樹木を所有さ

れている方は、伐採や枝払

いなどの適切な樹木管理を

お願いします 。 
 

●お問い合わせ、危険箇所の通報先 

    道路計画課 0238-26-6080 

   西置賜道路計画課 0238-88-8229 

 

 

 

ノロウイルスによる食中毒は、特に冬季に多発していま

す。主な症状は、嘔吐、下痢、発熱などですが、感染して

も無症状の場合もあります。 

ノロウイルス食中毒の発生経路は、汚染されたカキ等

の生食のほか、感染者の調理による二次汚染や、汚染個

所に触れた手での食事などがあります。 

ノロウイルスはアルコール殺菌の効果

が低いため、予防には、ハンドソープを

使用し、２回繰り返して手洗いを行うこと

が有効です。 

家族全員で次の４原則を守り、ノロウ

イルス食中毒を予防しましょう！ 

３ やっつける 
食品は８５℃以上で９０秒間

加熱。器具は塩素で消毒。 

４ 付けない 
調理前の手洗い。 

使い捨て手袋の使用。 

１ 持ち込まない 
外での感染に注意する。 

帰宅後に手を洗う。 

２ 拡げない 
嘔吐物の適正な処理。 

ドアノブなどの消毒。 

○問 生活衛生課 0238-22-3740 

ノロウイルスによる食中毒に注意しましょう！ 

 

油断大敵！油流出事故が多発しています。   

うっかりミスによる流出がほとんどです。  

特に冬期間は、暖房に灯油を使う機会が

多くなり、ホームタンクから小型タンクに小分

けしている中、目を離したすきに溢れ、河川へ

流出してしまったなんてことが増えてきます。 

また、除雪や雪下ろし作業で、雪がホームタンクや配管

を直撃し破損させたりしたことによる流出もあります。十分

ご注意ください。 

流出した場合、油の拡散を防ぐために 

オイルフェンスを張ったり、油吸着材などで処理をする

必要がありますが、対策にかかった経費は、原因者が責

任を持って負担しなければなりません。 

油の流出事故を起こさないためには 

 ● ホームタンクから灯油を小分けするときは 

      その場を離れない、目を離さない！ 

 ● ホームタンクや配管に破損や亀裂がないか 

      常に点検を行う！ 

事故を起こした場合または発見した場合は 

最寄りの消防署・警察署、市町の環境担当課、総合

支庁環境課にご連絡ください。 

すみやかな対応が、被害の拡大を防ぎます！ 

○問 環境課 0238‐26‐6035 

 

油流出事故を防止しましょう！ 

野鳥との接し方について 

■野鳥は、インフルエンザウイルス以外にも

様々な細菌や寄生虫をもっている場合が

ありますので、必要がないときは野鳥に

触れないでください。 

■自宅の庭など、身近な場所で野鳥が死んでいるのを見

つけたら、素手で触らず、その処理について、市町村に

お問い合わせください。 

■野外で、複数の野鳥が同一場所で死亡しているところ

を発見した場合は、その場所等の最寄りの総合支庁環

境課にご連絡ください。警戒レベルと死亡野鳥の種類

に応じて死亡野鳥の回収・調査を実施します。 

●連絡先：置賜総合支庁環境課 電話0238-26-6035 

      0238-26-6037 

鳥インフルエンザウイルスの人への感染について 
鳥インフルエンザウイルスは、感染した鳥との濃密な接

触等の特殊な場合を除いて、通常では人には感染しない

と考えられています。 

日常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に触

れた後には、手洗いとうがいをしていただければ、過度に

心配する必要はありません。 

     ○問 環境課 0238-26-6035 

 

 

 


